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長期的視野に立った財政運営を検証！
～決算審査特別委員会を10月25日に開催～
●平成29年9月定例会
　◇ふるさと応援寄附金事業に4,021万円増額!
●平成２9年10月臨時会
　◇病害虫緊急防除事業に１３２万円を追加！
委員会レポート
所管事務調査を実施

町政を問う！! ～9月定例会～
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大 空 町 検 索

【一般質問：1名の議員が登壇】

平成29年（2017年）11月30日発行 46号
北 海 道 大 空 町 議 会

平成29年9月 定例会

☆上地史隆議員
・心身障害者等交通費助成について
・準要保護世帯の支援について

「町民の声」丹治　哲也さ　　ん

１０月１日ジェットラインさわやかマラソン大会１０月１日ジェットラインさわやかマラソン大会

ぎかいだよりぎかいだより
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平成２８年度の決算を認定（全委員が賛成）】

平成28年度大空町一般会計・特別会計決算額及び形式収支
会　　計　　名 28年度予算額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

（形式収支）

一 般 会 計 169億901万円 92億2,045万円 90億8,969万円 1億3,076万円

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

国民健康保険事業
特 別 会 計 13億4,280万円 13億3,981万円 12億9,380万円 4,601万円

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計 1億308万円 1億277万円 1億269万円 8万円

介護保険事業勘定
特 別 会 計 7億4,621万円 7億3,929万円 7億989万円 2,940万円

介護サービス事業勘定
特 別 会 計 745万円 768万円 729万円 39万円

簡易水道事業特別会計 3億3,808万円 3億3,921万円 3億3,360万円 561万円

下水道事業特別会計 3億8,712万円 3億8,861万円 3億8,198万円 663万円

個別排水処理事業
特 別 会 計 2,872万円 2,882万円 2,809万円 73万円

各　会　計　　合　計 198億6,247万円 121億6,664万円 119億4,703万円 2億1,961万円

《一般会計決算》
総務費 13億4,241万円（14.8％）

土木費
　10億7,663万円
　　（11.8％）

消防費
　3億7,679万円
　　（4.1％）

公債費（借入金返済）
　12億8,40４万円
　　（14.1％）

災害復旧費
　2億2,975万円（2.5％）

職員給与費
　10億7,19１万円
　　（11.8％）

教育費
　9億7,390万円　
　　（10.7％）

商工費
1億2,500万円

（1.4％）

労働費
　118万円（0.0％）

農林水産業費 
　10億5,933万円
　　　（11.7％）

衛生費
　5億3,326万円（5.9％）

民生費 9億6,013万円（10.6％）

議会費 5,536万円（0.6％）

国や道の補助金　14億6,196万円（15.９％）

その他の交付金など
　3億9,761万円（4.３％）

町債（借入金）
　15億3,045万円
　　（16.6％）

地方交付税
　39億4,916万円（42.8％）

使用料・繰越金など
　8億7,15０万円
　　（9.４％）

町民税・固定資産税など
  10億977万円（11.0％）

自主財源 20.4%

依
存

財
源

　79.6%

歳出総額
90億8,969万円

歳入総額
92億2,045万円

一般会計91億円・特別会計28億円一般会計91億円・特別会計28億円一般会計91億円・特別会計28億円一般会計91億円・特別会計28億円
長期的視野に立っ た財政運営を検証

～各会計　総額119億円の事業の取組みを審議～～各会計　総額119億円の事業の取組みを審議～

平
成
28
年
度
決
算

ちょう き てき し や た ざい せい うん えい けん しょう

　平成２８年度の一般会計と特別会計を合算した決算額は、歳入１２１億6,６６４万円、歳出は１１９億4,７０３
万円で、形式収支は２億1,961万円の黒字となりました。
　一般会計の歳入の主なものは、地方交付税や国、道からの補助金などの依存財源が全体の７９.６%
を占め、自主財源である町税や使用料などは２０.4%であり、町財政の大半を国や道からのお金に頼
ってる状況にあります。
　歳出では、人件費や公債費、扶助費の義務的経費が全体の31.1%を占め、その中でも公債費は
14.1%で減少傾向にあるものの、健全な町財政維持のため将来を見据えた長期的で計画的な財政運
営が今後とも必要です。

　※千円以下を四捨五入して表記しています。

松田 信行委員長

齋藤 宏司副委員長

※一般会計の予算額と歳出決算額の差引額は、主に女満別地区に建設中の「広域穀類乾燥調製貯蔵施設」
に係る平成29年度への繰越額（74億4,638万円）となっています。

　９月11日から12日まで開催した第３回定例会で、平成28年度の
決算審査は、決算審査特別委員会を設置して審査することとし、松
田信行議員が委員長に、齋藤宏司議員が副委員長に選出されました。
　10月25日には、決算審査特別委員会を開催し、平成28年度の予
算執行及び事業運営を審議しました。
　すべて原案のとおり認定し、12月定例会で委員長から報告を行い
ます。
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平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
状
況
を
見
る
と
、
平
成
27
年
度
に
比
べ
歳

入
は
、
７
．
０
％ 

６
億
11
万
円
の
増
、
歳

出
は
７
．
９
％ 

６
億
６
７
７
０
万
円
の
増

と
な
っ
て
お
り
、
歳
入
歳
出
差
引
の
形
式
収

支
は
１
億
３
０
７
６
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
財
政
力
指
数
や
実
質
公
債
費
比
率
、

将
来
負
担
比
率
の
計
数
に
つ
い
て
は
、
好
転

が
見
ら
れ
、
長
期
計
画
に
基
づ
い
た
財
政
運

営
が
行
わ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
が
、
国

の
財
政
出
動
の
効
果
に
よ
る
事
業
の
増
加
に

よ
る
も
の
の
影
響
も
多
く
、
ま
た
、
財
源
の

多
く
を
依
存
す
る
地
方
交
付
税
は
、
人
口
減

に
加
え
、
合
併
特
例
期
間
の
段
階
的
縮
減
に

よ
り
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
国
に
お
け
る
地
方
財
政
計
画
を
注
視
す

る
と
と
も
に
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
計
画

的
な
財
政
運
営
が
必
要
で
あ
り
、
よ
り
一
層

の
効
率
的
、
効
果
的
な
経
費
負
担
を
図
る
と

と
も
に
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
求
め

ら
れ
る
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
事
業
の
推

進
に
よ
っ
て
、
町
民
と
と
も
に
健
全
な
財
政

運
営
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

監  査  委  員  の  意  見

代表監査委員
近　藤　克　郎 氏

平成28年度の決算における財政指標
項　　目 説　　　　明 平成28年度 平成27年度

財 政 力 指 数
（３か年度平均）

自治体の財政力上の能力を示す指数。１に近いほど財政
力が強いと判断される。

0.244 0.239

経 常 収 支 比 率
経常的に支払わなければならない経費に、経常的に収入
できる財源を使っている割合。町の財政の柔軟性を示す
指数。７０％以内が望ましいとされる。

84.8％ 81.6％

実 質 公 債 費 比 率
自治体の借入金の返済額の大きさを、その自治体の財政
規模に対する割合で表したもの。

10.6％ 11.9％

将 来 負 担 比 率
借入金（地方債）など、現在抱えている負債の大きさを、
その自治体の財政規模に対する割合で表したもの。

―　 ―　

平成28年度末　基金（＝町の貯金）と町債（＝町の借入金）残高

項　　目
平成28年度末 平成27年度末 対前年度増減額

町民一人当たり 町民一人当たり 増減比率

基　　金
（＝町の貯金）

55億5,971万円 51億1,959万円 ＋4億4,012万円

約75万円/人 約68万円/人 ＋8.60%

町　　債
（＝町の借入金）

113億5,057万円 109億8,856万円 ＋3億6,201万円

約154万円/人 約146万円/人 ＋3.29%

※注１）�「基金」の額は、運用基
金である奨学基金を除い
た額、「町債」の額は、一
般会計分の額です。

※注２）�町民一人当たりの額は、
各年度の３月末現在の人
口をもとに算出しました。

　　　　⇒�平成28年度末人口：
7,361人

　　　　　平成27年度末人口：
7,482人

各
会
計
決
算
の
質
疑
応
答

*財政力指数と経常収支比率は、若干ながら増加し、毎年度決算において減少が見られる実質公債費比率は、平成28年度にお
いても減少しており、将来負担比率については、３年連続で算定されていません。
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一
般
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
助
成
事
業
で
あ
り
、
28
年

度
は
自
主
防
災
組
織
活
動
の

助
成
金
と
し
て
活
用
し
た
も

の
で
す
。

資
源
物
売
払
代
（
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８
０
万

円
）

　
　
　
　
　
　
昨
年
に
比
べ

金
額
的
に
少
な
い
と
思
わ
れ

☆
一
般
会
計
☆

【
歳　
入
】

田
中
委
員

林
総
務
課
参
事

松
岡
委
員

る
が
ど
の
よ
う
な
要
因
が
あ

る
か
、
ま
た
引
取
量
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
有
価
物

で
あ
る
鉄
・
ア
ル
ミ
な
ど
が

主
で
す
が
、
価
格
が
変
動
し

て
お
り
、
さ
ら
に
新
聞
・
雑

誌
に
お
い
て
も
同
じ
く
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
取
量

に
つ
い
て
は
、
主
に
段
ボ
ー

ル
、
新
聞
紙
な
ど
の
紙
類
が

近
年
減
っ
て
き
て
い
る
状
況

で
す
。
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内
部
研
修
32

名
、
外
部
講
師
に
よ
る
職
員

研
修
70
名
と
あ
る
が
研
修
の

内
容
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
内
部
研

修
は
新
規
採
用
職
員
の
接
遇

研
修
、
町
長
に
よ
る
若
手
職

員
研
修
、
外
部
講
師
に
よ
る

も
の
は
、
管
理
職
を
対
象
に

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
、
全
職

員
を
対
象
に
職
場
環
境
づ
く

り
に
関
す
る
研
修
な
ど
を
行

山
本
住
民
課
長

【
歳　
出
】

上
地
委
員

藤
田
総
務
課
長

っ
て
い
ま
す
。
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て
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。

　
　
　
　
　
　
　
　
主
に
子

育
て
世
帯
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定
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を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
、
地
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の
観
光

や
産
業
な
ど
を
町
内
外
に
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
動
画

を
制
作
し
た
も
の
で
す
。
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就
労
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成
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事
業
収
入
の

内
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つ
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伺
い
た
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受
託

事
業
収
入
の
内
訳
は
、
大
空

町
発
注
分
で
緑
地
管
理
、
広

報
配
付
な
ど
、
ま
た
企
業
・

団
体
か
ら
は
ビ
ー
ト
プ
ラ
ン

ト
作
業
や
遊
覧
車
乗
車
案
内
、

イ
ベ
ン
ト
時
の
ご
み
の
分
別
、

農
業
者
か
ら
は
収
穫
作
業
な

ど
広
く
受
託
し
て
い
ま
す
。

緊
急
医
療
対
策
事
業
（
５
０

５
万
円
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24
時
間
電
話

健
康
相
談
委
託
と
い
う
こ
と

で
相
談
件
数
３
０
７
件
と
あ

る
が
、
相
談
内
容
に
つ
い
て

上
地
委
員

林
総
務
課
参
事

上
地
委
員

松
川
福
祉
課
参
事

上
地
委
員

伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
な

も
の
は
身
体
の
症
状
92
件
、

治
療
中
の
病
態
62
件
、
夜
間

等
病
院
案
内
46
件
、
育
児
相

談
34
件
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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気
づ
く
り
応
援
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業
（
１

７
０
万
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毎
年
同
じ
事

業
に
支
援
を
行
っ
て
い
る
の

か
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昨
年
か

ら
継
続
し
て
い
る
も
の
４
件
、

新
規
事
業
が
４
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。
内
容
は
、
子
ど
も

た
ち
の
版
画
カ
レ
ン
ダ
ー
制

作
や
地
域
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
支
援
を
行
っ

松
川
福
祉
課
参
事

田
中
委
員

林
総
務
課
参
事

て
い
ま
す
。

ま
ち
ゼ
ミ
事
業
（
１
２
５
万

円
）

　
　
　
　
　
　
ま
ち
ゼ
ミ
に

つ
い
て
は
、
講
座
に
よ
っ
て

片
寄
り
が
出
な
い
よ
う
配
慮

願
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
20
講

座
を
昨
年
初
め
て
開
催
し
ま

し
た
が
、
今
後
も
引
き
続
き

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

各
講
座
が
募
集
定
員
に
近
づ

く
よ
う
商
工
会
と
も
連
携
し

進
め
て
行
き
ま
す
。

高
齢
者
等
移
動
支
援
事
業

（
６
８
０
万
円
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福
祉
タ
ク
シ

ー
券
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
追
加
発
行
の
要
望
は

あ
る
か
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利
用
状

況
は
女
満
別
地
区
55
．
７
％
、

東
藻
琴
地
区
54
．
４
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
追
加
発
行
の

要
望
は
数
件
あ
り
ま
す
。
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害
鳥
獣
駆
除
推
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（
２
７
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実
際
の
駆
除

頭
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
績

は
、
エ
ゾ
シ
カ
96
頭
、
ハ
ト

田
中
委
員

佐
々
木
産
業
課
長

原
本
委
員

南
部
福
祉
課
長

原
本
委
員

佐
々
木
産
業
課
長

７
７
羽　
カ
ラ
ス
４
０
７
羽  

キ
ツ
ネ
69
頭
、
ク
マ
６
頭
と

な
っ
て
い
ま
す
。

豊
住
保
育
園
管
理
運
営
費

（
２
９
５
４
万
円
）

　
　
　
　
　
　
齋　
豊
住
保

育
園
の
不
用
額
が
多
く
発
生

し
て
い
る
が
要
因
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主

な
も
の
は
、
豊
住
保
育
園
の

運
営
費
な
ど
の
委
託
料
が
減

額
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
出
産
育
児
一
時
金
（
７
１
４

万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
出
産
育

児
一
時
金
に
つ
い
て
、
予
算

に
対
し
実
績
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
28
年
度

の
実
績
は
17
件
で
、
当
初
予

算
の
25
件
の
見
込
み
よ
り
８

件
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

例
年
、
過
去
の
実
績
等
を
勘

案
し
当
初
見
込
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

齋
藤
副
委
員
長

田
中
生
涯
学
習
課
長

☆
国
民
健
康
　

　
保
険
事
業
　

　
特
別
会
計
☆

【
歳　
出
】

齋
藤
副
委
員
長

南
部
福
祉
課
長

分別された資源物

町民のみなさまの健康を見守るため、２４時間・年中無
休・無料で専門の医療スタッフがお応えします。

大空健康ダイヤル

0120-016-008
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

定

例

会

※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。詳
細は、両地区図書館にある「会議録」を、また、議会ホーム
ページにある「会議録」もごらんください。

●議会ホームページＵＲＬ：
（http：//www.town.ozora.hokkaido.jp/docs/2015011300061/）

平成29年9月 定例会（9/11〜12開催）で
決定した主な内容をお知らせします。

（条例制定、補正予算等について、全議員賛成で可決されました。）

平成29年度一般会計補正予算

 補正予算の主な内容
会　　　計 補正予算額 補正後の総額

一 般 会 計 8,391万円 84億8,814万円
国民健康保険事業特別会計 246万円 13億3,593万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 3万円 4億1,377万円

　＜一般会計＞
　【歳　出】

事  業  内  容 補  正  額
分 譲 地 造 成 事 業 611万円
ふ る さ と 応 援 寄 附 金 事 業 4,021万円
地 域 介 護・ 福 祉 空 間 整 備 推 進 補 助 金 85万円
一 般 廃 棄 物 最 終 処 分 場 管 理 運 営 費 149万円
町 営 住 宅 解 体 撤 去 工 事 985万円
町 立 学 校 体 育 文 化 振 興 補 助 金 96万円
教 育 文 化 合 宿 補 助 金 160万円
そ の 他 事 業 2,284万円

　【歳　入】
事  業  内  容 補  正  額

地 域 介 護・ 福 祉 空 間 整 備 交 付 金 85万円
一 般 寄 附 金 6,820万円
そ の 他 1,486万円

　
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
、
９
月
定
例
会
に
て
審
議
を
行

い
ま
し
た
。

　
主
に
昭
和
地
区
の
分
譲
地
造
成
事
業

に
６
１
１
万
円
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
事
業
に
４
０
２
１
万
円
、
ド
リ
ー
ム

苑
等
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
た
め
の

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
推
進
補
助

金
に
85
万
円
、
昭
和
団
地
の
町
営
住
宅

解
体
撤
去
工
事
費
に
９
８
５
万
円
、
町

立
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
全
道
・
全
国

大
会
へ
出
場
増
加
に
伴
い
町
立
学
校
体

育
文
化
振
興
補
助
金
に
96
万
円
な
ど
を

増
額
補
正
し
、
総
額
は
84
億
８
８
１
４

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
は
左
の
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふるさと応援寄附金事業に4,021万円
を増額補正！

物
品
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
財
産
に
関
す

る
調
書
に
掲
載
の
物
品
及
び

債
権
の
北
海
道
市
町
村
備
荒

資
金
組
合
納
付
金
は
、
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
に
計
上
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
財
務
書

類
の
住
民
周
知
は
、
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
物
品
に

つ
い
て
は
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
に
計
上
し
減
価
償
却
も
行

っ
て
い
ま
す
。
北
海
道
市
町

村
備
荒
資
金
組
合
納
付
金
に

つ
い
て
は
計
上
せ
ず
、
今
後

連
結
す
る
際
に
資
産
と
し
て

計
上
す
る
予
定
で
す
。
財
務

書
類
に
つ
い
て
は
、
12
月
広

報
に
掲
載
し
、
内
容
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
住
民
周
知

を
行
い
ま
す
。

起
業
化
支
援
事
業
補
助
金

（
２
７
９
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
起
業
化

支
援
事
業
補
助
金
の
現
状
と

経
過
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

★
財
産
に
関
す

る
調
書
★

品
田
委
員

藤
田
総
務
課
長

★
総
括
質
疑
★

齋
藤
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
績

は
26
年
度
が
２
件
、
27
年
度

が
２
件
、
28
年
度
は
３
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
26
年
度
の

２
件
の
う
ち
１
件
は
休
業
し

て
い
ま
し
た
が
、
29
年
度
か

ら
改
め
て
事
業
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
方
に
つ
い
て
は
現
在
も

予
定
ど
お
り
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
28
年
度

に
つ
い
て
は
、
当
初
予
定
よ

り
も
１
件
多
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

地
域
就
業
者
雇
用
確
保
補
助

事
業
（
９
０
万
円
）

地
域
産
業
人
材
育
成
補
助
事

業
（
１
８
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
雇
用
の

部
分
で
、
町
に
勤
め
る
場
所

が
あ
れ
ば
良
い
の
で
は
と
思

う
が
そ
の
点
に
つ
い
て
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雇
用

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
28
年

度
か
ら
地
域
就
業
者
雇
用
確

保
補
助
事
業
や
地
域
産
業
人

材
育
成
補
助
事
業
で
、
地
元

の
企
業
が
雇
用
で
き
る
よ
う

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
事
業
を
活
用
し
、
雇

用
が
創
出
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

佐
々
木
産
業
課
長

齋
藤
副
委
員
長

佐
々
木
産
業
課
長

事
務
改
善
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
例
年
不
適
切

な
事
務
処
理
が
見
受
け
ら
れ

る
。
今
後
は
事
務
改
善
委
員

会
に
お
い
て
精
査
し
、
今
後

に
活
か
し
機
能
す
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

　
こ
の
誤
り
に
つ
い
て
の
職

員
間
の
共
有
化
が
さ
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
事
務
処
理

の
ミ
ス
は
、
毎
年
繰
り
返
し

て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

職
員
の
末
端
ま
で
し
っ
か
り

と
届
い
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
、
不
安
に
思

っ
て
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
の

事
例
を
挙
げ
て
、
ど
う
い
う

対
策
が
良
い
の
か
、
事
務
改

善
委
員
会
で
協
議
し
職
員
に

周
知
す
る
体
制
を
考
え
て
行

き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
常
に
緊
張
感

を
持
っ
て
事
務
処
理
を
行
っ

て
も
ら
い
た
い
し
、
職
員
も

日
々
努
力
し
改
善
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
管
理
職

も
部
下
の
育
成
や
指
導
に
し

っ
か
り
と
責
任
を
持
っ
て
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
ご
指
摘
の

と
お
り
、
緊
張
感
を
持
っ
て

今
後
の
事
務
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

松
岡
委
員

川
口
副
町
長

松
岡
委
員

川
口
副
町
長

今
後
の
将
来
展
望
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
予
算
の
執
行

に
お
い
て
は
、
最
小
の
予
算

で
最
大
の
効
果
が
重
要
と
思

う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。
ま

た
、
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
、

組
織
に
グ
ル
ー
プ
制
を
導
入

し
、
よ
り
良
く
運
用
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
今
後
も
職

員
の
や
る
気
を
引
出
し
、
成

果
を
上
げ
る
予
算
執
行
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
町

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
、

行
政
の
役
割
と
考
え
ま
す
。

深
川
委
員

山
下
町
長

28
年
度
の
各
会
計
の
決
算
額

は
総
額
１
１
９
億
円
で
、
職

員
１
人
あ
た
り
約
７
０
０
０

万
円
、
一
方
で
町
民
１
人
あ

た
り
約
１
５
０
万
円
と
な
り

ま
す
。
町
民
の
方
々
か
ら
す

る
と
１
５
０
万
円
相
当
の
サ

ー
ビ
ス
や
恩
恵
が
受
け
ら
れ

た
か
ど
う
か
、
そ
の
満
足
度

に
そ
の
効
果
が
表
れ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
町
に
住

ん
で
良
か
っ
た
な
と
い
う
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
ま

だ
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
の
事
務
処
理

の
誤
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
務
改
善
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
副
町
長
を
筆
頭
と
し
て
、

い
ろ
ん
な
議
論
を
し
て
お
り

ま
す
。
職
員
に
は
、
自
分
た

ち
の
目
線
で
は
な
く
、
町
民

の
方
々
の
目
線
に
立
っ
て
議

論
し
て
ほ
し
い
と
申
し
上
げ

ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
れ
を

ど
の
よ
う
に
次
に
つ
な
げ
て

い
く
か
、
改
善
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
職
員

の
資
質
の
向
上
が
、
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
向
上
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
ど
う
か
合
併

を
し
た
町
と
し
て
、
将
来
に

向
け
て
他
の
市
町
村
に
負
け

な
い
予
算
執
行
で
あ
る
よ
う

に
、
願
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

と
い
う
の
は
未
来
が
将
来
が

明
る
い
も
の
と
し
て
、
次
の

大
空
町
の
時
代
を
ど
の
よ
う

に
見
せ
る
か
、
新
し
い
将
来

展
望
を
皆
さ
ん
に
ご
説
明
で

き
る
よ
う
、
今
後
も
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

深
川
委
員

山
下
町
長

庁舎事務室の様子
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臨

時

会

定

例

会

平成29年10月 臨時会（10/25開催）で
決定した主な内容をお知らせします。

（物品の購入、補正予算などについて、全議員賛成で可決されました。）

質
疑
と
答
弁

　
　
　
　
　
　
今
回
の
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
購
入
に
係
る
事
務
処
理

の
誤
り
に
つ
い
て
、
職
員
の
問
題

意
識
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
の
か
。
現
在
、
再
発
防
止
を
趣

旨
と
し
た
事
務
改
善
委
員
会
で
検

討
が
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
踏

ま
え
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
う
検

証
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
購
入
に

あ
た
り
、
誤
っ
た
事
務
処
理
を
行

い
、
こ
れ
に
よ
り
契
約
相
手
方
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
今

回
の
件
は
、
職
員
の
認
識
不
足
が

要
因
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
事
務
改
善
委
員
会
で

対
策
を
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
事

務
処
理
に
お
け
る
職
員
間
の
共
有

化
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
こ

に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

事
例
を
共
有
し
、
今
後
ど
の
よ
う

な
対
策
を
行
っ
て
い
く
か
、
そ
れ

ら
を
整
理
し
て
再
発
防
止
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

松
田
議
員

川
口
副
町
長

 補正予算の主な内容
会　　　計 補正予算額 補正後の総額

一 般 会 計 142万円 84億9,554万円

　＜一般会計＞
　【歳　出】

事  業  内  容 補  正  額

病 害 虫 緊 急 防 除 事 業 132万円

緊 急 通 報 シ ス テ ム 設 置 事 業 10万円

平成29年度一般会計補正予算

※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。詳
細は、両地区図書館にある「会議録」を、また、議会ホーム
ページにある「会議録」もごらんください。

●議会ホームページＵＲＬ：
（http：//www.town.ozora.hokkaido.jp/docs/2015011300061/）

規
約
の
変
更

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更

　
構
成
団
体
の
名
称
が
一
部

変
更
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
組

合
規
約
の
変
更
を
行
う
こ
と

と
な
り
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
基
づ
き
議
決
を
行
い
ま

し
た
。

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
変
更

　
構
成
団
体
の
名
称
が
一
部

変
更
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
組

合
規
約
の
変
更
を
行
う
こ
と

と
な
り
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
基
づ
き
議
決
を
行
い
ま

し
た
。契

約
の
締
結

鴎
橋
（
か
も
め
ば
し
）
補
修

工
事

　
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、

吉
井
建
設
株
式
会
社
が
契
約

金
額
９
１
１
５
万
円
で
落
札

し
ま
し
た
。
工
期
は
平
成
30

年
３
月
16
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

要
望
意
見
書

　
次
の
表
の
と
お
り
、
所
管

委
員
会
で
協
議
し
た
結
果
、

３
件
の
う
ち
１
件
を
採
択
、

２
件
を
議
員
配
布
対
応
と
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

 

条

例

公
益
的
法
人
等
へ
の
大
空
町

職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
町
職
員
の
派
遣
に
つ
い
て
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
効
果
が
見
込
め
る
た

め
、
町
外
団
体
へ
も
派
遣
で

き
る
よ
う
改
正
し
ま
し
た
。

決
算
認
定
を
付
託

平
成
28
年
度
の
決
算
認
定
を

「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」

に
付
託

　
町
の
一
般
会
計
と
７
特
別

会
計
の
平
成
28
年
度
決
算
認

定
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
決

算
認
定
に
つ
い
て
「
決
算
審

査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

そ
の
中
で
詳
細
を
審
議
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
審
査
の
内
容
は
５
ペ
ー
ジ

か
ら
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

★９月定例会の際に審議した陳情等の結果
番号 件　　　　　　　名 採択 議員配布対応 継続審査

１ 道の重度心身障害者医療費助成制度を精神障害者に対
して一層の助成の拡充を求める意見書 ○

２ 「全国森林環境税」の創設に関する意見書 ○

３ 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強
化を求める意見書 ○

　
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
、
10
月
臨
時
会
に
て
審
議
を
行

い
ま
し
た
。

　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
に
10

万
円
、
病
害
虫
緊
急
防
除
事
業
に
１
３

２
万
円
を
増
額
補
正
し
、
総
額
は
84
億

９
５
５
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

病害虫緊急防除事業に１３２万円を追加!

　
次
の
と
お
り
、
本
定
例
会
に
お
い
て
、
国
に
対
し
て
要

望
意
見
書
を
採
択
し
提
出
し
ま
し
た
。

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た

施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
要
望
意
見
書

　
本
道
の
森
林
は
全
国
の
森
林
面
積
の
約
４
分
の
１
を
占

め
、
国
土
保
全
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
林
産
物
の
供
給
等

の
多
面
的
機
能
の
発
揮
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
森
林
資
源
の
循

環
利
用
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
森
林
の
整
備
を
進
め
、

木
材
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
く
こ
と
は
、
山
村
地
域
を

中
心
と
す
る
雇
用
・
所
得
の
拡
大
に
よ
る
地
方
創
生
に
も

大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
人
工
林
資
源
が

本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る
中
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

森
林
の
整
備
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
森
林
資
源
の

循
環
利
用
に
よ
る
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
を
実

現
す
る
た
め
の
施
策
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
市
町
村
が
継
続
的
に
森
林
の
整
備
な
ど
を
着
実

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、「
森
林
環
境
税
（
仮
称
）」
を
早
期

創
設
し
幅
広
く
活
用
で
き
る
仕
組
み
、
森
林
整
備
事
業
等

の
財
源
の
安
定
的
な
確
保
、
森
林
整
備
か
ら
木
材
の
加
工

・
流
通
、
利
用
ま
で
の
一
体
的
な
取
り
組
み
に
対
す
る
支

援
措
置
を
充
実
・
強
化
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

物
品
の
購
入

東
藻
琴
診
療
所
の
電
子
内
視
鏡
の

購
入

　
平
成
14
年
か
ら
使
用
し
て
い
る

現
内
視
鏡
の
老
朽
化
に
よ
り
故
障

の
不
安
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
操
作

性
の
良
い
新
し
い
機
器
を
導
入
し

ま
す
。
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、

購
入
金
額
１
３
８
８
万
円
で
三
好

メ
デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社
が
落
札
し

ま
し
た
。

契
約
の
締
結

広
域
穀
類
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
建

設
工
事
（
外
構
路
盤
改
良
）

　
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
吉
井

建
設
株
式
会
社
が
契
約
金
額
５
０

５
９
万
円
で
落
札
し
ま
し
た
。
工

期
は
平
成
30
年
３
月
26
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

国への要望意見書を
全会一致で採択

採
択

広域穀類乾燥調製貯蔵施設



11 大空町議会だより　第46号（平成29年11月） 10大空町議会だより　第46号（平成29年11月）

（一般質問１人）

町政を問う！

　平成29年第３回定例会では１人の議員から、町の
施策などに関する一般質問が行われました。
※質問、答弁の内容は、要約して掲載しています。
　詳細は、議会ホームページ及び両地区図書館で閲
覧できる会議録をご覧ください。

http://www.town.ozora.hokkaido.jp/
docs/2015011300061/

「議会インターネット中継」のお知らせ
議会の情報公開を進めるため、インターネッ
ト上でライブ中継、録画映像を無料で配信で
きる「ユーストリーム」を活用し、議会審議
状況のインターネット中継を行っています。
　傍聴に来られない方など、直接議場へお越
しいただかなくても、ご家庭などでご覧いた
だけます。ライブ中継のほか、録画映像の配
信も実施しています。（議会後30日以内）

☆上
うえ

地
ち

 史
ふみ

隆
たか

 議員･ ･･･････････････････････････････････････ 11ページ
　１．心身障害者等交通費助成について
　２．準要保護世帯の支援について

一
般
質
問

一
般
質
問

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
障
が
い
を
持

つ
方
に
と
っ
て
各
種
支
援
や

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の

通
所
や
通
院
に
大
変
必
要
な

事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市

町
村
に
よ
り
助
成
内
容
に
違

い
は
あ
り
ま
す
が
、
大
空
町

も
行
っ
て
お
り
、
助
成
の
割

合
は
、
旅
行
経
費
の
本
人
が

７
割
、
介
添
者
が
５
割
で
、

Ｊ
Ｒ
運
賃
や
バ
ス
運
賃
、
宿

泊
料
が
助
成
対
象
と
な
り
ま

す
。
自
家
用
車
や
福
祉
有
償

運
送
サ
ー
ビ
ス
は
、
助
成
割

合
が
３
分
の
１
、
ど
ち
ら
も

キ
ロ
数
や
日
数
に
よ
っ
て
、

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
支
援
を
受
け

て
い
る
方
は
ど
の
く
ら
い
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

 

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
28
年
度
の
対

象
者
は
、
重
度
身
体
障
害
者

の
方
８
名
、
知
的
障
害
者
の

方
６
名
、
特
定
疾
患
を
含
む

指
定
難
病
等
の
方
９
名
、
人

工
透
析
の
方
18
名
、
精
神
障

害
の
方
７
名
、
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
の
通
所
な
ど
そ
の

他
障
が
い
等
の
判
定
、
診
断

等
の
方
８
名
の
計
56
名
で
、

助
成
額
は
28
年
度
２
０
９
万

５
，
０
０
０
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
通
院
、
通
所
の
行
き
先
や

回
数
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内

が
47
名
、
回
数
は
診
察
で
月

１
回
程
度
が
多
く
、
透
析
は

平
均
で
月
13
回
程
度
、
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
訓
練
な

ど
は
、
月
に
20
回
程
度
が
平

均
的
な
回
数
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
他
、
２
名
が
旭
川

に
年
に
２
回
か
ら
６
回
通
院
、

帯
広
方
面
に
は
１
名
で
年
に

１
回
、
札
幌
方
面
は
６
名
で

年
に
１
回
、
２
月
に
１
回
程

度
、
毎
月
の
方
も
お
ら
れ
ま

す
。上

地
議
員

　
　
　
　
　
　
障
が
い
の
重

さ
や
高
齢
に
な
る
と
１
人
で

通
う
の
は
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
助
成
割
合
が
本
人
７
割
、

介
助
者
が
５
割
、
合
わ
せ
る

と
12
割
、
残
り
８
割
が
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。
現
在
は

対
象
者
が
少
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
今
後
高
齢
に
な

り
回
数
が
増
え
る
と
、
負
担

も
大
き
く
な
る
も
の
と
考
え

ま
す
が
、
助
成
割
合
は
適
当

な
の
か
伺
い
た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
障
が
い
の
程

度
や
症
状
に
よ
り
、
介
助
者

を
必
要
と
す
る
場
合
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
通
所

や
通
院
の
回
数
が
増
え
た
り
、

そ
れ
が
遠
方
で
あ
る
よ
う
な

場
合
、
交
通
費
も
大
き
な
負

担
に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
町
の
要
綱
の
水
準
は
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
状
況
で
比

較
す
る
と
、
総
体
的
に
助
成

の
水
準
は
高
い
位
置
に
あ
る

と
見
て
お
り
ま
す
が
、
本
町

の
基
準
よ
り
も
高
い
市
町
村

も
あ
る
の
も
実
態
で
す
。

　
要
綱
制
定
後
10
年
が
経
過

し
、
社
会
状
況
も
か
な
り
変

わ
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
助

成
の
内
容
に
つ
い
て
調
査
し

要
綱
の
見
直
し
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

10
年
経
過
し
見
直
し
を
検
討
し
た
い

答
心
身
障
害
者
等
交
通
費
助
成
の

見
直
し
は

問

上地　史隆　議員

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
経
済
的
に
大

変
な
家
庭
に
支
給
さ
れ
る
新

小
中
学
生
の
入
学
準
備
金
に

つ
い
て
、
支
給
時
期
を
従
来

の
４
月
以
降
か
ら
入
学
前
に

前
倒
し
す
る
動
き
が
道
内
の

自
治
体
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
入
学
準
備
金
は
、
市
町
村

支
給
時
期
の
前
倒
し
を
検
討
し
た
い

答
準
要
保
護
世
帯
へ
の
入
学
準
備
金
の

支
給
時
期
は

問

が
行
う
就
学
援
助
の
一
つ
で
、

制
服
や
ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど
の

購
入
に
充
て
ら
れ
る
も
の
で

す
。

　
多
く
の
市
町
村
が
前
年
の

所
得
で
支
給
対
象
か
ど
う
か

を
判
断
し
て
お
り
、
学
用
品

を
買
い
揃
え
る
入
学
前
に
は

支
給
さ
れ
ず
、
費
用
の
捻
出

に
困
っ
て
い
る
世
帯
が
多
い

も
の
と
考
え
ま
す
が
、
支
給

時
期
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

教
育
長

　
　
　
　
　
　
入
学
準
備
金
、

い
わ
ゆ
る
新
入
学
児
童
・
生

徒
の
学
用
品
費
は
、
大
空
町

で
は
６
月
に
支
給
し
て
お
り
、

支
給
時
期
の
前
倒
し
に
つ
い

て
は
、
管
内
の
市
町
村
で
も

一
部
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
空

町
に
お
い
て
も
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

通院等に使用される有償運送車両
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議
会
活
動
掲
示
板

委員会レポートOZORA
MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

総務厚生常任委員会

　主な審議項目 説　明　概　要　等
大空町公の施設における指定管理者
制度の実施に関する指針の一部改正
等について

指定管理施設の管理運営に係るモニタリング評価等の本格的運
用の開始

◆上記のほか、「河川防災ステーションの整備について」など全２項目を審議

●第７回〔平成29年９月11日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
東藻琴診療所医療用備品購入につい
て 診療所の医療機器（電子内視鏡）の購入

◆上記のほか、「福祉会への経営基盤の充実・強化に向けた説明結果報告について」など全２項目を
審議

●第11回〔平成29年10月18日開催〕

主な審議項目 説　明　概　要　等
緊急通報装置機器購入における不適
切な事務処理について

緊急通報装置機器購入の契約にあたって、地方自治法令等に違
反した事務処理を行った旨の状況報告

●第９回〔平成29年９月29日開催〕

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議 会 運 営 委 員 会

　主な審議項目 説　明　概　要　等
第３回定例会の会期及び議事日程に
ついて ９月11日開会の定例会に係る会期及び議事日程の決定

北海道町村議会議員公務災害補償等
組合規約の変更について 議会議員公務災害補償等組合の規約変更に係る協議及び決定

◆上記のほか、「要望意見書の取扱いについて」など全５項目を審議

●第５回〔平成29年９月５日開催〕

主な審議項目 説　明　概　要　等
議会報告会について 今年度の議会報告会の日程及び開催内容

●第６回〔平成29年９月11日開催〕

主な審議項目 説　明　概　要　等
議会報告会について 今年度の議会報告会の日程及び開催内容

●第７回〔平成29年10月２日開催〕

　議長宛ての案内文書については、事前に公務などの日程調整
が必要になるため、必ず議会事務局まで「持参」または「郵送」
でのお届をお願いします。

　送り先：
　　　〒099-2392
　　　　　大空町女満別西3条4丁目1番1号
　　　　　　　　大空町議会議長

（大空町議会事務局）宛

お  願  い 請願・陳情をされる方へ（書式）例

○○○○○ ○印

（内容）

○○○○○○○○○○に
関する請願（陳情）

要旨 ○○○○○○○

理由 ○○○○○○○
○○○○○○。

平成　年　月　日
大空町議会議長 様

大空町○○○○○

（表紙）

請　願　書
（陳情書）

○○○○○○○○○に
関する

紹介議員○○○○○ ○印

※請願には紹介議員が必要ですが、陳情に
　紹介議員は不要です。

【お問い合わせ先】
　大空町議会事務局
　　0152-74-2111（内線266）

【大空町交通事故防止決起集会　１１/１０】
　１０ 月 ２７ 日に大空町内で死亡交通事故が発生したことを受け、１１ 月 １０ 日に大空町交通事故防止決起
集会が行われ、各議員が出席しました。

議 会 活 動 掲 示 板

議会だよりへの
ご意見・ご要望を
募集します！

【ご意見・ご要望などはこちらまで】
〒099-2392　大空町女満別西３条４丁目１番１号 大空町役場内

大空町議会事務局　TEL:0152-74-2111（内線265・266）

　『議会広報常任委員会』では、より読みやす
く、親しみやすい広報誌を目指して、常に検討
しながら作業にあたっています。
　皆さんのご意見・ご要望をお寄せ下さい。
お待ちしています。



議会広報常任委員会先進地視察
～　議員主体の編集体制を学ぶ　～

10月 11日～ 13日の日程で議会広報編集の取組みについて、
和寒町・仁木町を視察しました。

▼
和
寒
町
議
会
の
議
会
だ
よ
り
「
ワ
ッ
ト
サ
ム
」

の
編
集
作
業
で
は
、
議
員
と
事
務
局
の
役
割
分

担
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
表
紙
に
子
ど
も
達
の
写
真
を
使
う
な

ど
、
町
民
の
表
情
を
活
用
し
た
紙
面
、
さ
ら
に

議
会
だ
よ
り
掲
載
写
真
を
議
員
自
ら
が
カ
メ
ラ

を
持
参
し
撮
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
議
員
が
行
な
っ

た
り
、
蛍
光
灯
な
ど
の
反
射
の
少
な
い
紙
を
使

用
し
た
り
、
紙
面
に
町
民
を
よ
り
多
く
掲
載
し
、

町
民
が
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

お
り
、
大
変
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

議員自ら写真撮影 ①
上
川
管
内
和
寒
町
議
会
の
広
報
紙

▼
仁
木
町
議
会
の
議
会
だ
よ
り
「
Ｎ
ｉ
Ｋ
ｉ
」

の
編
集
で
は
、
特
に
町
民
が
読
み
や
す
い
編
集

に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
議
員
の
似
顔
絵
イ
ラ
ス

ト
を
使
用
し
議
員
の
親
し
み
や
す
い
イ
メ
ー
ジ

に
し
た
り
、
余
白
を
多
く
用
い
文
字
が
多
く
な

る
こ
と
に
よ
る
圧
迫
感
を
緩
和
す
る
な
ど
の
手

法
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
和
寒
町
と
同
様
に
町
民
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
そ
の
様
子
を
掲
載
し
た
り
、

町
民
の
声
を
反
映
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
さ
れ
て
お
り
、

高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
の
編
集
技
術
は
大
変
参
考
と

な
り
ま
し
た
。

町民への直接インタビュー ②
後
志
管
内
仁
木
町
議
会
の
広
報
紙
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視
察
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　主な審議項目 説　明　概　要　等
農業研修生等受入施設の利用状況に
ついて

農業研修生等受入施設の利用状況の報告（10月１日現在で５
戸の入居利用となっている）

平成29年度全国学力・学習状況調査
結果について 調査結果に係る大空町内の小中学校の状況

◆上記のほか、「大空町の新しい高校づくりについて」など全５項目を審議

●第10回〔平成29年10月18日開催〕

合 同 常 任 委 員 会

　主な審議項目 説　明　概　要　等
河川防災ステーションの整備につい
て 台風・大雨等の河川増水時における災害対応拠点の整備

●第８回総務厚生・第７回産業建設文教〔平成29年９月12日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
東藻琴福寿苑増築事業の進捗状況等
について 現在建設中の東藻琴福寿苑の現地確認

●第10回総務厚生・第９回産業建設文教〔平成29年10月10日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
９月２５日発生の降雹による被害状
況の現地調査について

降雹による圃場及びビニールハウス等の被害状況を現地におい
て確認

●第８回〔平成29年９月29日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
大空町広域穀類乾燥調製貯蔵施設条
例及び施行規則の制定について 現在建設中の広域穀類乾燥調製貯蔵施設の設置条例の制定

大空町図書館に関する計画の策定に
ついて

５年間（H30～ 34年度）の「大空町図書館第３期５カ年計画」
及び「大空町第３次子どもの読書活動推進計画」の策定

◆上記のほか、「教育文化合宿補助金の補正について」など全５項目を審議

●第６回〔平成29年９月11日開催〕

産業建設文教常任委員会

主な審議項目 説　明　概　要　等
議会報告会について 今年度の議会報告会の日程及び開催内容

●第８回〔平成29年10月10日開催〕

主な審議項目 説　明　概　要　等
第３回臨時会の会期及び議事日程に
ついて 10月25日開会の臨時会に係る会期及び議事日程の決定

●第９回〔平成29年10月20日開催〕



～総務厚生・産業建設文教　両常任委員会で「所管　事務調査」を実施しました～
まちの将来を見据えて 議会でチェック！

しょう らい み す
　７月21日に総務厚生常任委員会、８月
９日に産業建設文教常任委員会が、それ
ぞれ所管する事務の中から今チェックす
べき施設等を調査しました。その内容に
ついて、主なものをお知らせします。Ｑ　所管事務調査とは？　議会が自主的に常任委員会で所管する事務を取り上げ、積極的に調査するもの。委 員の認識や理解を深め、専門的審査を高めるために行います。

◇一般廃棄物最終処分場の状況について
・最終処分場の現地の状況を確認、４月から適正に管理されており、
おおむね良好と思われる。

・今後は油圧ショベルによって、さらなる減容化に努めていただきた
い。

・処分場の延命化については、広域での処理も視野に入れた協議も今
後検討していただきたい。

◇危険家屋の状況について
・町内の危険と判断できる家屋の状況を確認、建物自体がかなり危険
な状態であると見受けられる。

・今後は所有者等とより一層のスピード感のある交渉に努めるよう検
討していただきたい。

◇女満別共同墓地・東藻琴共同墓地の状況について
・現在整備を予定している共同埋葬墓について、整備予定地及び東藻
琴地区の「供養の碑」の現地の状況を確認しました。

総務厚生
常任委員会
総務厚生
常任委員会

◇女満別運動公園野球場改修工事の状況について
・平成27年から始められた改修工事も12月中旬に完了となり、来年
春先に外野などの芝の状況を確認しオープンする予定です。
・本部席の両側空きスペース（平場）については、土を盛り傾斜を付け、
観戦場所として確保するよう検討を願いたい。

◇27年発生河川災害復旧の状況について
・平成27年10月の台風23号により河岸の一部が崩壊した藻琴川につ
いて、その被災状況や平成28年の復旧工事の工法など、被災当時
の雨量にも耐えうる構造であるとの説明を受けました。

◇東藻琴小学校体育館建設工事の進捗状況について
・現在、校舎の東側に建設中の体育館は、来年３月末の完成を目指し
工事は順調に進められており、４月の新学期から供用開始となるこ
とを確認しました。

◇両地区の幼稚園、保育園の施設状況について
・両地区の幼稚園及び保育園は、当初建設から相当の年数が経過し老
朽化していることから、施設の今後のあり方について、抜本的な対
応に向けた検討を願いたい。

◇広域穀類乾燥調製貯蔵施設工事の進捗状況について
・施設の完成は平成30年２月末、本格的な操業は来年の秋にオホー
ツク管内で収穫される豆類の受入からとなります。
・完成後の施設については、一般公開も予定されています。
◇朝日ヶ丘公園パークゴルフ場の利用状況等について
・昨年新コースが整備され、前年に比較して利用者が２割程増えた月
もあり、また、シーズン券の売上も昨年を上回る収入となっている
と説明を受けました。
・コース上の芝生については、委託業者と管理方法などについて検討
を願いたい。

野球場改修工事現場

河川災害復旧箇所の様子

東藻琴小学校体育館建設現場

最終処分場の様子

女満別共同墓地の様子

東藻琴共同墓地の様子

ガレ木などの堆積状況 処分場に導入された油圧ショベル広域穀類乾燥調製貯蔵施設工事現場

後藤委員
上地委員

松田委員長
田中委員

・共同埋葬墓の将来的な整備は、基本的
には必要であると理解しているが、共
同埋葬墓の設計や規模のあり方、東藻
琴地区の「供養の碑」との関連等につ
いても、時間をかけ整理すべきかと思
われるので、今後検討していただきた
い。

沢出副委員長深川委員
松岡委員

齋藤委員長
品田委員

原本副委員長

産業建設文教
常任委員会
産業建設文教
常任委員会
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　大空町女満別で生まれ育ち、高校を
卒業後、女満別を離れていましたが26
歳のときに女満別に戻り、実家の農業
を継いでいます。
　今、観光客の取り込みに力を入れて
いる自治体は多いと思いますが、大空
町は空港があり多くの観光客が女満別
空港に降り立ちます。しかしながら、
そのうち何人の人が大空町に立ち寄っ
てくれているのでしょうか？
　今、空港民営化が騒がれていますが
女満別空港も対象だと聞いています。
そんな情勢だからこそ空港と町の活性

町 民 の 声
丹治　哲也 さん

（女満別中央）

大空町女満別西1条5丁目2-26　TEL(0152)77-3200

品質・味に自信のある厳選した肉25種類を炭火
で、肉の旨味と繊細な味わいを、当店自慢の特
製タレでどうぞご賞味ください。
団体コース = 肉５種類（牛３点盛他）・野菜盛合せ・おにぎり
お１人様 3,000 円（税別） 忘年会などにぜひご利用お待ちして
おります ！

議会の傍聴は
　　　　お気軽に！
◆定例町議会は年４回（3月・6月・
9月・12月）に開かれます。ま
た、臨時町議会は必要に応じて随
時開かれますので、お気軽に傍聴
においでください。

12月定例会は、

開かれる予定です。

12月19日(火)から

化をつなげていく政策の議論が今まで
以上に必要な気がします。それに関連
して、空港のすぐ近くに住む者として
観光客や飛行機撮影などをしている人
たちの無断駐車や農地への無断侵入な
ど、マナーの悪さが気になります。特
に自分は農業を営む者として農地への
無断侵入は病害虫などの心配があり、
死活問題になりかねないことです。
　空港近辺だけでなく観光スポットな
どでも同様だと思いますが、そういっ
たことへの対策も同時に取り組んでい
かなければならないことと考えます。

※民間事業者からの有料広告を掲載しています。

ちょう みん こえ

空港活用による地域活性化の議論を！
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